
 

 令和４年度 学校運営連絡協議会実施報告書 
 

１ 組織   

 （１）都立小平西高等学校 学校運営連絡協議会（全日制課程） 

  （２）事務局の構成 主幹教諭(生活指導主任)＝事務局長、主幹教諭（探究主任）、探究部１名 計３名 

  （３）内部委員の構成 

      校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭(生活指導担当)、主幹教諭(探究担当)、 

      主任教諭(教務部主任、進路指導部主任)  計７名 

  （４）協議委員の構成 

         武蔵野美術大学教授、小平第五中学校長、小平第十二小学校長、近隣有識者、 

近隣自治会２名、同窓会長、ＰＴＡ会長   計８名 

 

 ２ 令和４年度学校運営連絡協議会の概要 

    学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、出席者、内容、その他 

    第１回 令和４年６月１６日（木） 

        （１）令和４年度東京都立小平西高等学校学校運営連絡協議会委員及び評価委員名簿 

（２）令和３年度学校経営計画報告、令和４年度学校経営計画、令和４年度分掌目標 

（３）令和４年度年間行事計画、令和３年度学校要覧、２０２２学校案内 

    第２回 令和４年１１月２５日（金） 

      （１）各分掌からの取組状況（生活指導部、探究部、教務部、進路部） 

（２）令和４年度学校評価アンケート（生徒、保護者、近隣の方々、教職員） 

（３）２０２３学校案内 

    第３回 令和５年２月１０日（金）書面開催（降雪のため） 

     送付資料 

（１）各分掌からの取組結果（教務部、生活指導部、進路部、総務保健部、探究部、各学年） 

（２）令和４年度学校評価アンケート（生徒、保護者、近隣の方々、教職員）結果 

（３）令和４年度第３回学校運営連絡協議会（書面開催）意見書 

 

 ３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

  （１）学校評価の観点 

    「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施する。 

 （２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

    ・１２月 全校生徒   対象：８１４人  回収：７９７人  回収率： ９８％ (８３％) 

    ・１２月 保護者全員  対象：８１４人  回収：３５９人  回収率： ４４％ (７２％) 

    ・１２月 地域     対象：２２７人  回収： ４７人  回収率： ２１％ (２１％) 

    ・１２月 教職員    対象 ：４９人  回収： ４９人  回収率：１００％(１００％) 

 （３）主な評価項目 

     学校運営、学習指導、生活指導、進路指導、特別活動、等 

（４）評価結果の概要・分析・考察  

集計結果について 主な項目の肯定割合（％）        （  ）は昨年度 

質問番号 項目 生徒 保護者 教職員 地域 

①  学校満足度 77.4(71.9） 86.0(83.4) 79.1(79.1) 95.7(97.8) 

③ わかる授業 

主体的学び 

67.1(76.4) 60.6(62.2) 63.8(71.4) 68.8 

⑥ 生活指導 90.7(87.7) 89.9(90.3) 75.5(48.8) 54.8(84.5) 

⑦ 学校行事 87.0(91.8) 82.5(84.3) 83.7(79.1) 94.1 

⑧ 部活動 80.0(72.5) 69.6(74.5) 85.7(90.7) 94.1(90.2) 

⑨ ＳＮＳ使用 92.5 90.7 30.6 61.1 

⑤ 進路指導 84.7(80.9) 65.8(74.6) 91.8(93.0) 75.0 

・令和４年度は質問項目を精選し、10項目とした。保護者アンケートは、ＷＥＢに限って実施した。紙媒体

を活用せず、回収率が低下した。 

・コロナ禍で制限がある中、体育祭・文化祭・合唱祭などの学校行事が感染症対策を十分に取りながら可能

な範囲で実施できた。部活動は、各専門部のガイドラインに即して大会参加や練習試合等実施できた。 



（５） 学校評価アンケートにおける主な意見 

学習指導 補講や補習、夏期講習など力を入れてほしい。漢検や英検対策の講習会などをしてほしい。

タブレットの更なる活用等、学習支援体制を整えてほしい。理系の補講を充実させてほしい。      

  学校行事 生徒が工夫したり意見を出したりして、色々なことに提案や協力ができる機会を作って、多

くの達成感・感動の体験を積ませてほしい。体育祭の種目、小西にしかないおもしろい企画

等を子どもたちに提案させてほしい。球技大会を行事としてほしい。 

  進路指導 受験に対して、もう少し本人に説明や情報を与えてほしい。進路の資料などは、もっと classi

で配信してほしい。クラスの状況を知りたいのでクラスごとの保護者会を開催してほしい。 

  生活指導 生活指導等を平等に行ってほしいい。女子のスカート裏地のタグが外に飛び出して、みっと

もない。真面目にルールを守っている子たちが損をしないようにしてもらいたい。もう少し

清掃を、行き届かせてほしい。登下校の自転車のスピード出し過ぎに注意してほしい。 

  部活動  時代に沿った指導をしてほしい。お気に入りの子だけ褒めて、他の子は全然ほめたりしない

のをやめたほうがいい。 

 

４  学校運営連絡協議会の成果と課題 

  （１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

  ・コロナ禍等で外部協議委員の評価及び提言を取り入れることが困難ではあったが、今年度の教育活動

の内容を整理し、次年度に向けた課題を明確にすることができた。 

 （２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

・生徒の自転車乗車マナーの向上は、地元警察等と連携を深め、指導を徹底する。 

・生徒の校則については、生徒の意見を取り入れ、全校体制での取組を継続する。 

・新学習指導要領実施に沿った学習指導等が求められている。 

・施設の老朽化に対しては、適宜の修繕と清掃の徹底が必要である。 

    

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

（１）学校運営 

新学習指導要領実施に向けたカリキュラムの移行と一人１台端末に向けて指導の体制を整備する。 

（２）学習活動 

授業の在り方を見直し、主体的、対話的で深い学習活動が展開できるように授業改善に努め、生徒

の意欲を高め学習意欲向上につながる取組を推進する。 

 （３）特別活動 

  部活動については新型コロナウイルス感染症対策を行いながら現在の取組を引き継ぎ、学校の特色

化や学校の魅力につながるよう、より一層の充実を目指し改善する。 

 （４）生活指導 

令和５年度自転車安全運転指導推進校として地元警察等と連携を深め、自転車安全運転の推進と乗

車マナーの向上及び好ましい基本的生活習慣の定着に向け、全校体制での指導を推進する。 

  （５）健康・安全 

  特別な指導を要する生徒への教育について、教職員への啓発を進め、スクールカウンセラーや外部

人材を活用した指導体制を継続する。 

 

６ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合 

   （１）協議委員人数 ８人  

   （２）学校がよくなったと答えた協議委員の人数 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも

言えない 

あまりそう

思わない 

そう思わ 

ない 
分からない 無回答 

５ ３      

 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】  職員会議 ０回    企画調整会議 ０回  

    新型コロナ感染症拡大防止のため、参加依頼を行わなかった。 

 

８ その他 

    保護者・地域のアンケート回収率を向上させるため、質問内容や回収方法などを検討する。 


